
ス
ケ
ツ
チ
の
説
明

T
、
　

0
、
　

生

圖
は
前
橋
の
郊
外

よ
り
赤
城
山
を
見
た
處

の
ス
ケ
ツ

チ
で
あ
る
。
時
は
十

月
十
七
日
の
午
後

二
時
頃

で
、
太
陽
は
よ
く
照
し

て
ゐ
た
。
中
景
は
常
磐

木

の
森
、
前

は

一
面
の
稻
田
で

三
脚
を
据

へ
た

の
は
街
道

の
傍

で
あ
る
。

此

ス
ケ
ツ
チ
は
赤
城
行
の
紀
念

に
と
い
ふ
考
で
あ

つ
た
が
、
雲

が
面
白
か

つ
た

か
ら
地
平
線
を

低
く
し
て
見
た
。
初
め
に
ざ
っ

と
輪
廓
を

と
り
、
さ
て
向
つ
て

右

の
方
山

の
上
に
あ
る
白

い
雲

が
、
淡
く
赤
黄
色
に
見
え
、
全

體に
稍
暖

か
な
調
子
が
あ

つ
た

か
ら
、

ウ
ェ
ル
ミ
リ
オ
ン
と
ヱ

ロ
ー
オ
ー
ク
ル
を
混

せ
て
薄
く

全
紙

を
塗

つ
た
。
次

に
雲
の
陰

を
描

い
た
「

パ

レ
ッ
ト
の
上
で

い
ろ
い
ろ

の
繪
具
が
混

つ
た
が
、
大
體

は

ラ
イ
ト

レ
ツ
ド
に

コ
バ
ル
ト
で
あ
る
。
夫

か
ら
白
く
輝

い
た
處

だ
け
を
殘

し
て
空
を
着

色
し
た
。
上
部

は
コ
バ
ル
ト
を
重
と
し
、山

に
近
く
は
美
し

い

色

が
見
え
た
か
ら
。
プ
ル

シ
ア

ン
ブ
ル
ー
を
使

ひ
、
下
の
方

に
は
少

し
の

レ

モ
ン
ヱ
ロ
ー
を
加

へ
た
。
山
は
ラ
イ
ト
レ
ツ
ド
に
ホ
ワ
イ
ト
を
混
ぜ
た

も
の
を

一
面

に
塗
て
、
生
乾
き

の
う
ち
に
同
じ
く
ホ
ワ
イ
ト
に
コ
バ
ル
ト

イ

ン
ヂ
ゴ
ー
等

を
適
宜

に
交
ぜ
て
陰

の
暗

い
處
を
作

つ
た
。
此
時
山
全
體

は

不
透
明
で
あ

つ
た
。
麓
か
ら
下
は
全
部
カ
ド
ミ
ユ
ー
ム
、
オ

レ
ン
ヂ
の

稍
濃

い
の
を
塗

て
置
て
、
中
景
の
森
は
イ

ン
ヂ
ゴ

ー
に

ヱ
ロ
ー
オ
ー
ク

ル

を
交

へ
て
日
光
を
受
け
し
部
分

の
色

を
出
し
、

そ
れ
で
陰

の
部

迄
も
描

い
て
、
後

に
暗

い
陰

の

空
氣

の
色
の
よ
く
見
え
る
處

ヘ

オ
ル
ト
ラ

マ
リ

ー
ン
を
其
儘

つ

け
た

。
稻
は
前

に

塗

た

カ

ド

ミ

ュ
ー
ム
オ
レ

ン
ヂ
の
上

へ
遠

く
は

レ
モ
ン
ヱ
ロ
ー
、
近
く
は

エ
ロ
ー
オ
ー
ク
ル
、
極
め
て
明

る

い
處
は
ネ
プ

ル
ス
ヱ
ロ
ー
を

以
て
描

い
た
。
夫
か
ら
前

に
森

を
描
た
殘

り
の
繪
具
で
、
田

の

境
界

の
暗
く
見

ゆ
る
部
分

に
二

三
の
線

を
施
し
て
、
初

め
よ
り

四
十
分
間
に
此

ス
ケ
ッ
チ
を
終

つ
た

の
で
あ
る
。

紙

は
ワ
ツ
ト
マ
ン
の
九

ツ
切
。

筆

は
九
號
の
羽
根

軸
を
ウ
オ
ツ

シ
に
用
ひ
他
は
多
く

ニ
ユ
ー
ト

ン
製
の
油

繪
筆

一
號
と
五
號
と
を
交

々
も
用
ゐ
た
。
挿

入
の
圖
は
原
畫
通
り
に
は

ゆ

か
ぬ
が
、
趣
は
分
る
と
思

ふ
。
空
は

も
つ
と
透
明
な
藍
色
で
、
森

の
光
部

も
穩

か
な
緑
で
あ
リ

、
輪
廓

も
あ

の
や
う
に
硬
く
は
な

い
。

カ
ド
ミ

ユ
ー
ム
オ
レ
ン
ヂ
は

、
他

の
黄
で

作

つ
た
赤
味

の
少
な

い
橙
黄
色

で
代
用
が
出
來
る
。
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